
財産の損害の発生が想定される内容を示しています。

異常を感じたら速やかに電源を切る
すぐに電源を切り、お買い上げの販売店またはアイリスコールへ
お問い合わせください。

変形・火災の原因になります。
殺虫剤・かび取り剤などをかけないでください。

禁止を示す
記号です。

注意を促す
記号です。図記号の意味 必ず行うことを示す

記号です。

禁止禁止

必ず実施

必ず実施

調光機能付きLEDシーリングライト

取扱説明書
OBB-CL0648D／OBB-CL0848D

家庭用
日本国内専用
Use only in Japan

このたびは、お買い上げいただき、まことにありがとうございます。
●使用する前に「安全上の注意」を必ずお読みください。
●この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。
●この取扱説明書はお使いになる方がいつでも見ることができるよう大切に保管してください。
●「保証書」は、「お買い上げ日」「販売店名」の記入を必ず確かめ販売店からお受け取りください。

故障かな?と思ったら
考えられる理由状　  態 処　  　       置

使用中に異常が生じた場合は、修理を依頼される前に本書をよくお読みのうえ、下記の点を確認してください。

リモコンで照明器具が
操作できない

リモコンの電池が正しく入っていない。 電池を正しく入れてください。
リモコンの電池が消耗している。

壁スイッチがOFFになっている。照明器具が点灯しない

短い停電などにより、「壁スイッチで点灯状態を
切り替える」機能が働き、点灯状態が切り替わる
ことがあります。

操作していないのに
明かりがついたり、
変わったりする

それでも解決できないときは、お買い上げの販売店、またはアイリスコールに
お問い合わせください。 ご自分での分解・修理・改造はおやめください。警告

新しい電池に交換してください。

ご使用にならない時は、壁スイッチをOFFにしてください。

壁スイッチをONにしてください。

照明器具とリモコンのチャンネルが合っていない。
「チャンネル切り替えについて」を参照し、チャンネルを合わせてください。

「壁スイッチで操作する」を参照し、壁スイッチを短く（1秒以内）操作して点灯状
態を切り替えるか、壁スイッチをONにしてリモコンで切り替えてください。

壁スイッチをONにしても
点灯しない 照明器具が「消灯」状態になっている。 「壁スイッチで操作する」を参照し、壁スイッチを短く（1秒以内）操作して点灯状

態を切り替えるか、壁スイッチをONにしてリモコンで切り替えてください。

リモコンに落下などの衝撃を与えた場合や
電池を交換した時にチャンネルがリセットされた。

次のような場所には取り付けない
本照明器具は天井取り付け専用です。指定以外の場所に取り付けると、火災・
感電・落下によるけがの原因となります。

1 m

1 m

簡単にたわむ天井 壁面

補強のない薄い天井
（ベニヤ板、石こうボードなど）

傾斜天井

不安定な場所 突出物や凹凸のある天井

次のような配線器具には取り付けない
火災や感電・落下によるけがの原因となります。配線器具の交換は、
販売店・工事店に依頼してください。（配線器具の交換は資格が必要です）

破損している
ぐらつく

埋込ローゼットの
出しろが10mm未満
あるいは14mm以上
角型・丸型引掛シーリ
ングの出しろが
20mm未満あるいは
24mm以上

端子

電源端子が
露出している

凸部がある
凸部

シーリング
ハンガーが
付いている

ケースウェイに
取り付けてある

取り付けできない天井・配線器具   ※照明の形状はイメージです。

照明器具の取り付け
には配線器具を中心
に約1m×1mの平
面部が必要です。

水に浸して固く絞った布で完全に拭き
取ってください。

●リモコンの送信部は、乾いた柔らかい布で
定期的に汚れを拭き取ってください。
　汚れるとリモコンでの操作がしにくくな
ります。

次のものは使用しない

ベンジン シンナー みがき粉 スポンジの硬い面タワシ

1. 水で薄めた中性洗剤に、柔
らかい布を浸し、よく絞っ
てから汚れを拭き取る

3. 仕上げに乾いた柔らかい布で、
水分を完全に拭き取る

お手入れについて

2. 汚れが落ちたことを確認後、
洗剤分を拭き取る

照明器具が汚れていると暗くなります。
明るく安全に使用していただくため、定期的に清掃することを
おすすめします。

注意

警告
●必ず壁スイッチをOFF（切）にするか、電源を遮断して
ください。
感電の原因となります。
●消灯直後は照明器具が高温になっています。確実に冷
えたことを確認してから清掃をしてください。

●絶対に、水をかけたり、水につけて洗ったりしないでく
ださい。
火災・感電・故障の原因になります。

※光束維持時間は40,000時間です。光束維持時間とは、全光束が70%に低下するまでの時間を推定したものです。表示は設計時間であり、製品の寿命を保証するもので
はありません。
※仕様および外観は改良の為予告なく変更する場合があります。

OBB-CL0648D 22.0W 3300lm
OBB-CL0848D 26.5W 4000lm

AC100V　50Hz/60Hz約φ480×103（H）mm 約1.0kg

仕様

電源本体サイズ品　　番 全光束消費電力本体質量

ホワイト

本体色

Ra85

演色性

241024-CKJ-CKJ-01

【製造元】

スポンジ
本体から外さな
いでください。

※ねじに衣類が引っかかることがあります。
　ご注意ください。

ご使用についてのお知らせ
●1個の壁スイッチで2台以上の照明器具を操作しないでください。
同時に切り替わらないことがあります。
●付属のリモコンはアイリスオーヤマ製照明器具専用です。
他のリモコンを使用する機器（テレビなど）には使用できません。
●本照明器具の近くで他の赤外線リモコン方式の機器やワイヤレス機器を使用
すると、正常に動作しないことがあります。
●点灯直後や明るさを切り替えた直後などに、リモコン信号を受信しにくくなる場
合があります。その際は少し時間を置いて、再度リモコンを操作してください。
●3Dテレビを視聴しているときは、本照明器具のリモコンが反応しにくくな
る場合があります。
●天井や壁、床の材質によっては、リモコンが反応しにくくなることがあります。
●ラジオ、ワイヤレス方式の機器はなるべく照明器具から離して使用してくだ
さい。雑音が入る場合があります。
●照射距離が近い場合、照射面で光むらがでることがあります。

●本照明器具はリモコンで消灯しても、約0.5Wの電力を消費しています。
長期間使用しない場合は、壁スイッチを切ってください。
●LED照明は、同じ型式・形状の商品でも商品ごとに発光色、明るさが異なる
ことがあります。
●本照明器具は、LED光源が内部に組み込まれているため、LED光源の交換は
できません。
●停電復帰時や、予期せずにごく短時間の停電が発生した場合、点灯状態が変わ
ることがあります。
●充電池をリモコンに使用しないでください。操作できないことがあります。
●エアコン吹き出し口近くへの設置など、温度が高くなる機器の近くに設置し
ないでください。また、真下にストーブやコンロなどの発熱機器、温度が高く
なる機器を設置しないでください。故障の原因になります。
●防犯カメラやビデオカメラを介して照射面を見た際、カメラのモニターや録
画画像に縞模様やちらつきが見える場合があります。

●電池の寿命は新品のアルカリ乾電池を使
用したときで約1年です。付属の電池は
動作確認用であり、上記より早く消耗する
場合があります。

●電池を交換するときは、2本とも新品の単
4形アルカリ乾電池に交換してください。

●新旧、異種の電池を混ぜて使用しないで
ください。

●長時間使用しない場合は電池を取り出し
て保管してください。

リモコン収納のしかた
リモコンホルダーを壁に取り
付け、壁掛け収納ができます。
※収納した状態では操作しな
いでください。

1 矢印の方向にカバーを
　動かす。

2 表示に合わせて
　        を間違えない
　ように乾電池を入れ、
　つめの向きを合わせて
　カバーを閉める

 ＋  － 

乾電池の入れかた
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照明器具に向けて
ください。

設定には
電池が必要です

リモコンを照明器具に向けてCHボタンを5秒長
押ししてチャンネルを切り替えてください。
チャンネルが切り替わると照明器具から「ピッ」
または「ピピッ」と音が鳴ります。リモコンのボ
タン（ON/OFFなど）を押し、操作ができること
を確認してください。
操作できない場合は再度チャンネル切り替えを
行ってください。

※1

※2

※1 CH2

照明器具 

照明器具 

照明器具 
照明器具 

照 

照明器具 

明器具

ピッ♪ ピピッ♪または

リモコンの乾電池を交換するとチャン
ネル設定がリセットされます。CHボ
タンを5秒長押ししてチャンネル設定
を行ってください。

取り付け

角型引掛
シーリング

耳部

角型引掛
シーリング

丸型引掛
シーリング

フル引掛
ローゼット

丸型フル引掛
シーリング

丸型引掛シーリング・ローゼット 埋込引掛ローゼット

埋込ローゼット
（耳つき）

埋込ローゼット
（耳なし）

20mm以上 24mm未満

形状

天井から
の出しろ

10mm以上
14mm未満

耳部

●取り付けは、必ず電源を遮断してから行ってください。警告
注意 ●高所での作業になります。必ず足元の安全を確保してから

行ってください。

1. 天井についている配線器具（引掛シーリング・ローゼッ
ト）の寸法と形状を確認する
※下図以外の配線器具、または配線器具が無い配線だけのものは取り付けが
できません。電気店、または工事店に工事を依頼してください。
※資格のない方の工事は法律で禁止されています。

出しろ

＜側面図＞
天井 外す

配線器具

※ローゼットの耳部にねじ
が付いている場合は、ねじ
を外してから照明器具を
取り付けてください。

2. アダプターを取り付ける

3. 本体を取り付ける
本体をアダプターのツメに「カチッ」と音がするまで押し上げ、ロックスイッチ
をロックしてください。

本体が下記の状態の場合は正しく取り付けられていないため、もう一度確認して
ください。 

①アダプターのロックスイッチの
ロックを解除する。
②配線器具のかん合穴にアダプ
ターの引掛け金具を差し込む。
③アダプターを右に「カチッ」と
音がなるまで回す。
④アダプターを取り付けた後、取
り外しボタンを押さずに左に回
し、外れないことを確認する。

ロック解除

●アダプターは確実に
取り付けてください。
落下するおそれが
あります。警告

アダプターの本体取り付け位置
天井からの出しろ
20mm以上 24mm未満

天井からの出しろ
10mm以上 14mm未満

警告

本体がぐらつく

●配線器具（引掛シーリング・ローゼット）の出しろによってアダプ
ターの本体取り付け位置が異なります。
本体をアダプターのツメに「カチッ」と音がなるまで確実に押し上
げてください。落下によるけがのおそれがあります。
●ロックスイッチを必ずロック位置にしてください。落下によるけが
のおそれがあります。

警告

4. コネクターを接続する

コード押さえ

アダプター側コネクターを本体側コネクターに差し込み、アダプター側コネク
ターのコードをコード押さえで固定してください。
※コードは、たわんで浮かないように固定してください。

5. シェードを取り付ける
シェード裏面の取付部を本体のシェード取付部の間に入るように合わせ、本体を手
で支えながらシェードを時計回りに止まるまで回して確実に取り付けてください。

照明器具がぐらついていたり、傾いたりしているときは正しく取り付けられてい
ません。もう一度取り付け直してください。

※取り付け後、使用したときに異常が見ら
れたときは、壁スイッチを切り、もう一
度照明器具を外して、取り付け直してく
ださい。

シェード
取付部
（3か所）

シェード裏面
取付部（3か所）

取り外し

警告
●取り外しは必ず電源を遮断してから行ってください。
●消灯直後は照明器具が高温になっています。確実に冷えたことを
確認してから取り外してください。

●シェードは回転が止まるま
で確実に回して取り付けて
ください。
落下によるけがのおそれ
があります。

警告

●シェードを必要以上に回
転させないでください。
引掛けシーリングやロー
ゼットも回転し、破損や
断線の原因になります。

注意

ロック
ツメ

アダプター

本体
ロックスイッチ
解除

1. シェードを取り外す
本体を手で支えながらシェードの外周
部を持って、反時計回りに回して本体
から取り外してください。

2. コネクターを外す
アダプター側コネクターのツメを
押しながら、本体側コネクターか
ら引いて外してください。

3. 本体を取り外す
本体を支え、アダプターのロックスイッチの
ロックを解除しながら本体を取り外してください。

4. アダプターを外す
アダプター側面の取り外しボタン（赤い
ボタン）を押しながら、アダプターを左
に回して取り外してください。
※ボタンを押さずに強く押すと、破損し
ます。

ご注意
壁スイッチをONにしても点灯しない場合は、壁スイッチを短く（1秒以内）操作して点灯状態を切り替えるか、壁スイッチをONにしてリモコンで点灯してください。

設定時間10分または30分で消灯します。
おやすみタイマーの設定と解除
（設定は、最初の「ピッ」音がなってから５秒以内に行ってください。）

・１回目→「ピッ」→タイマー10分
・２回目→「ピピッ」→タイマー30分
・３回目→「ピーッ」→タイマー解除※

押す
ご注意

・設定後、他の明かりにする場合、おやすみタイマーを解除してから行ってください。
・おやすみタイマーで消灯した場合、再点灯させるには、リモコンで点灯させるか、
壁スイッチを短く（1秒以内）操作して点灯状態を切り替えて点灯させてください。

※

❻

❷
❹

❼

❺

❽

❸
❶

■ タイマーで消灯させる
❶10分/30分ボタン
使いかたは「おやすみタイマーを使う」
を参照してください。

■ 明かりをつける
❷全灯ボタン
ボタンを押すと100％の明るさで点灯さ
せます。

❸ON/OFFボタン
リモコンで消灯させる前の明かりを点灯
させたり、消灯させたりします。

❻常夜灯ボタン
常夜灯を点灯させたり、消灯させたりし
ます。

❼CH（チャンネル）ボタン
ボタンの長押しでチャンネルを変更させ
ます。変更されると「ピッ」または「ピ
ピッ」と音がなります。
※出荷時はCH1に設定されています。

■ 色・明るさを変える
シーリングライトの明るさを調節します。
（調光10段階）
調光範囲を超えると「ピピッ」と音がします。
❹調光ボタン［暗］
明かりを1段階暗くします。
また、消灯状態でボタンを押すと点灯させ
ることができます。

❺調光ボタン［明］
明かりを1段階明るくします。
また、消灯状態でボタンを押すと点灯させ
ることができます。

❽メモリボタン
ボタンの長押しで設定した明るさを記憶さ
せます。記憶すると「ピッ」と音がなりま
す。ボタンを押すと設定した明るさで点灯
させます。
※出荷時は全灯の約50％の明るさで設定
されています。

メモリ設定して10秒以上経たないと
新たなメモリ設定はできません。
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